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広告主企画部門

味の素KK 企業キャンペーン
「みんなで食べるのって、いいね！」

味の素株式会社

受賞代表者───代表取締役　取締役社長　最高経営責任者
伊藤　雅俊 氏

掲載状況────2012年3月23日付朝日に掲載。二連版全30段カラー
企画・扱い ───電通
制作──────電通、たき工房、トーン・アップ、イメージ・ラボ
制作スタッフ──Pro＝諏訪徹、CD＝大蔵泰平、AD＝小倉輝久、樋口

裕二、C＝神山浩之、永友鎬載、萩原陽平、D＝石井
文努、野村衛、高橋由貴、渡部雪、Ph＝中俣正義、
CG＝青木茂一、伊藤克広、コーディネーター＝柳澤
隆司、井上元気、蓑輪義行、子田純一、東海舟

◉

◉
◉
◉
◉

企画の概要と選定理由
夫婦の共働きや子どもの塾通いで「孤食」が増えている現代。創業から
100年以上もの間、日本の食卓を見守り続けた企業として、家族そろって
食事をすることの大切さや食育の重要性を伝えた。古き良き時代の大家
族の食卓の風景を切り取ったセピア色の写真に、現代のコミュニケーシ
ョンの象徴とも言える SNS を意識した表現で家族の会話をはめた紙面
は、昔と今の対比を面白く打ち出し、「みんなで食べるのって、いいね！」
とのメッセージを際立たせた。読者からの反響も大きく、食の先にある家
族のコミュニケーションを大切にする企業姿勢に好意が寄せられた。

◉
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クリスマスキャンペーン
エルメスから、まごころを込めたおくりもの

エルメスジャポン株式会社

受賞代表者───代表取締役社長　有賀　昌男 氏
掲載状況────2011年12月11日から23日まで朝日に掲載。全15

段×4、変型小型×7、二連版全30段、すべてカラー
広告活動────ウェブサイトと連動
企画──────エルメスジャポン
制作──────Publicis EtNous
扱い──────ザ・ゴール（電通）

◉
◉

◉
◉
◉
◉

企画の概要と選定理由
クリスマスにあわせ、エルメスの世界観を表した商品・ブランド広告。休
刊日前日の朝刊に、全15段4ページを使って4つのクリスマスツリーを掲
載し、クリスマスシーズンの到来を印象付けた後、変型小型のスペースで
商品を紹介する広告を7日間連続で展開した。クリスマス直前には、エル
メスの象徴であるスカーフを用いた華やかなビジュアルが紙面を飾った。
「サイズのインパクト」と「連日性」という新聞広告の特性をうまく生かし、
芸術作品を思わせるようなデザイン、色使い、ボリュームすべてが洗練さ
れたブランドイメージを十分に表現している。

◉

すべて2011年12月11日付
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広告主企画部門

快感 ! !  肩もみ新聞
肩もみ新聞企画実行委員会

広告主─────肩もみ新聞企画実行委員会（味の素、エーザイ、クラ
ブツーリズム、主婦と生活社、東映）

掲載状況────2011年 11月 21日付朝日に掲載。二連版全 30段×
2、カラー

企画──────博報堂
制作──────博報堂、東京アドデザイナース
扱い──────博報堂DYメディアパートナーズ
制作スタッフ──Pro＝許光樹、佐藤知彦、CD・C＝小林孝悦、AD・I＝

前山佳代、D＝佐藤隆広

◉

◉

◉
◉
◉
◉

企画の概要と選定理由
見開き紙面の中心部分を丸く切り抜き、家族に頭からかぶせて、ツボをマ
ッサージする。情報収集のツールである新聞を、身近な人との触れ合い、
コミュニケーションを喚起する「癒やしのツール」と位置づけた紙の新聞
ならではのユニークな企画。デジタルメディアには真似のできない手法
で、新聞広告が媒介となって家族の絆を再びつなぐ役割を果たした。掲載
日は勤労感謝の日直前、切り抜いた丸い部分の裏面は「勤労感謝状」にな
っており、マッサージだけでなく、言葉でも家族をねぎらうことができる
ようになっている。

◉
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シニア新聞広告
株式会社資生堂

受賞代表者───代表取締役　執行役員社長　末川　久幸 氏
掲載状況────2012年3月29日付朝日、毎日、読売など46紙に掲

載。二連版全30段カラー
広告活動────ウェブサイト、シニア向け情報冊子、DVDのプレゼ

ントキャンペーンなどと連動
企画・制作 ───資生堂
扱い──────電通、日本廣告社、栄光社
制作スタッフ──Pro＝石井稚子、長瀬元昭、CD＝小野健、梶田渉、

AD・D＝小野健、C＝太田恵美、Ph＝十文字美信

◉
◉

◉

◉
◉
◉

企画の概要と選定理由
人生をポジティブに謳

おう

歌
か

するシニア女性を応援する資生堂の企業広告。
シニア女性に対するコミュニケーション強化の一環として、ターゲットと
の接点の多い新聞広告を活用した。同世代の女優を起用した二連版全 30
段のインパクトある紙面で、「年齢を重ねても美しくありたい」と願う女
性の気持ちをキャッチコピーでストレートに表現し、読者の共感を得た。
あわせてシニア向け商品ブランドの開発の視点や高齢者向けの美容サー
ビスの内容なども紹介した。反響も大きく、新聞のコアターゲットである
中高年層に好印象を与えた。

◉
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広告主企画部門

『2012年。いまこそ、集英社。』
株式会社集英社

受賞代表者───代表取締役社長　堀内　丸恵 氏
掲載状況────2012年 1月 1日付朝日、毎日、読売、日経、産経に

掲載。全15段モノクロ
広告活動────ウェブサイトと連動
企画・扱い ───博報堂
制作──────博報堂、ツープラトン
制作スタッフ──CD・C＝石井康裕、AD＝小口達也、D＝伊藤剛、村木

淳之介

◉
◉

◉
◉
◉
◉

企画の概要と選定理由
2011年という特別な年から新たな一年へと踏み出す1月1日に、「言葉」を
通じて見た人を勇気づけ、元気にしたいという集英社の思いが込められ
た元日広告。「英知を集めて」という意味の社名をもつ同社が「勇気」「元気
「智恵」「夢」「希望」の5つの言葉を5紙に分けて展開、5つのキャッチフレ
ーズに託した思いを 15 段の紙面全体で語った。モノクロ紙面にインパク
トのあるビジュアルとシンプルなメッセージで力強く伝えることで、企業
姿勢を効果的に訴求した。

◉
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創業記念日広告
株式会社髙島屋

受賞代表者───代表取締役社長　鈴木　弘治 氏
掲載状況────2012年1月10日付朝日、毎日、読売、日経、産経に

掲載。二連版全30段、全15段、カラー
企画・制作 ───エー・ティ・エー
扱い──────電通、エー・ティ・エー
制作スタッフ──CD＝森田一、AD、D＝野間貞人、C＝伊東多津代

◉
◉

◉
◉
◉

企画の概要と選定理由
創業181周年の記念日に、より一層お客様に愛される未来を目指す企業姿
勢を伝えた。グループ企業各社と連携を深め、2012年は中国・アセアンへ
の展開を具体化させるなか、グローバルな企業グループへと変化する姿
を、呉服店から百貨店に変化した時代の写真に重ね合わせてドラマチッ
クに表現し、信頼される百貨店という企業イメージを訴求した。大きなス
ペースで見せた昭和初期のモノクロ写真からは歴史の重みや伝統の持つ
強みが感じられる。

◉
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広告主企画部門

ReBORNキャンペーン
株式会社トヨタマーケティングジャパン

受賞代表者───代表取締役社長　前川　眞基 氏
掲載状況────2012年1月1日付朝日、毎日、読売、日経、産経、北

海道、中日、西日本など52紙に掲載。全15段カラー
広告活動────テレビ CM、ウェブサイト、全国の主要大学最寄り

駅ジャック、OOHなどと連動
企画・制作 ───シンガタ、電通、副田デザイン事務所、MR_DESIGN、

フューチャーテクスト、トレードマーク、ギークピ
クチュアズ

扱い──────電通
制作スタッフ──Pro＝俊成和作、西澤恵子、小佐野保、CD＝佐々木

宏、AD＝副田高行、佐野研二郎、C＝前田知巳、澤本
嘉光、Ph＝上田義彦、瀧本幹也

◉
◉

◉

◉

◉
◉

企画の概要と選定理由
「織田信長・豊臣秀吉」「ドラえもん」という日本人になじみの深い人物・キ
ャラクターを生かした2つのシリーズで、元日紙面に計6種類の広告を掲
載した。東日本大震災後の日本をもう一度元気にしたい、そして車離れが
言われて久しい若者に「もう一度クルマに乗る楽しさを感じてもらいた
い」との思いを込めた紙面から、読者に未来への明るい希望を与えた。多
彩なクリエーティブと、テレビCM、特設サイトなど他メディアと連動し
た展開で、企業メッセージを幅広く発信し注目を集めた。

◉
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書く、を支える。
株式会社パイロットコーポレーション

受賞代表者───代表取締役社長　渡辺　広基 氏
掲載状況────2011年 8月 23日、24日、25日付朝日に掲載。

全15段モノクロ
広告活動────ポスター（展示会流通店舗用）、雑誌と連動
企画・扱い ───電通
制作──────電通、アドブレーン
制作スタッフ──CD＝渡邉悦男、後藤彰久、AD＝秋葉裕介、熊谷

由紀、C＝後藤彰久、佐藤舞葉、D＝芝原忍、山
口真子、秋本恵美、I＝和田誠、坂崎千春、大塚
いちお、CG＝大里宗也、Pro＝酒井雅美

企画の概要と選定理由
「書く」をテーマに、著名人3人を起用してコピーから企業ロゴに至る
まで、すべてを万年筆による肉筆で表現したメッセージ広告。メール
やツイッターなど、デジタルで言葉を表現する機会が多い中、書くこ
との素晴らしさをシンプルかつ印象的に伝えた。万年筆のインキに
よる手書きの温かみや味わい深さが、活字媒体である新聞の中で一
層際立っている。ボディーコピーを中心に、言葉にこだわったクリエ
ーティブは新聞広告の「味」を存分に発揮、手書き文化の良さを再認
識してもらう好機となった。

◉
◉

◉
◉
◉
◉

◉

2011年8月23日付 2011年8月24日付

2011年8月25日付
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チャン・グンソク1st Album「Just Crazy」
株式会社ポニーキャニオン

受賞代表者───代表取締役社長
桐畑　敏春 氏

掲載状況────2012年5月30日付朝
日に掲載。別刷り 8ペ
ージパノラマ、カラー

広告活動────テレビ CM、ウェブサ
イト、OOH、コラボカ
フェ企画、店内 BGM
と連動

企画──────ポニーキャニオン、
TOY-BOX

制作──────SHARED
扱い──────TOY-BOX
制作スタッフ──AD＝東白英、 

Ph＝中野敬久

企画の概要と選定理由
アジアで絶大な人気を誇る俳優・歌手のチ
ャン・グンソクさんのファーストアルバム
の発売告知広告。新聞ならではの大きなス
ペースを存分に生かし、パノラマワイドの
紙面に等身大写真を掲載した斬新なビジュ
アルで、ファン層以外の読者にもな鮮烈な
インパクトを与えた。あえて配布エリアを
限定したことにより、SNS 等で話題となっ
たほか、テレビや週刊誌でも取り上げられ、
大きな反響を巻き起こした。新聞広告の可
能性を広げた企画力と戦略的な展開が高く
評価された。

◉

◉

◉

◉

◉
◉
◉

◉
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日本橋再生計画
三井不動産株式会社

受賞代表者───代表取締役社長　菰田　正信 氏
掲載状況────2011年 10月 27日付日経、28日付朝日、毎日、読

売、産経に掲載。二連版全30段、全15段、カラー
企画・扱い ───電通
制作──────たき工房
制作スタッフ──Pro＝白坂剛、CD・C＝中村禎、AD＝根岸明寛、D＝

岡田章、高橋宏幸、佐藤英樹

◉
◉

◉
◉
◉

企画の概要と選定理由
現在の石造りの日本橋が築造されて、2011年 4月 3日でちょうど 100年。
「日本橋架橋百年祭」を告知するとともに三井不動産が「残しながら、蘇

よみがえ

ら
せながら、創っていく」をコンセプトに進めるプロジェクト「日本橋再生
計画」を訴求した。日本橋通りの町人文化を描いた江戸時代の絵巻物「熈

き

代
だい

勝
しょう

覧
らん

」をメーンビジュアルに配し、日本橋エリアの活性化と新たな魅力
の創造を目指していこうとする企業メッセージを伝えた。大胆なクリエー
ティブで活気に満ちた街の様子を描いた紙面は読者を引きつけ、新聞広
告のパワーを見せつけた。

◉


